
里山の生き物を守る取組みを
地域の価値と経済活性化につなげよう

令和８年度第1回 森林・林業教室（みどりの学校特別講座）

里山の生き物を守る取組みは、自然環境の保全だけでなく、

地域の新たな価値や経済の活性化にもつながる可能性があります。

本講演では、熱帯雨林から里山までの実践事例をもとに、

生物多様性の保全と地域課題の解決を結ぶデジタル技術の可能性を、
わかりやすく紹介します。

主催：香川県森林センター

講師

藤木 庄五郎 氏
株式会社バイオーム 代表取締役CEO

【お申し込み】
◆ 氏名、電話番号、メールアドレス、所属（会社名）を明記のうえ、メールでお申し込みください。

【申込締切】
◆ 6月5日（金）

※応募多数の場合は抽選とし、結果はメールまたは電話でお知らせします。

生き物を守ることが、地域の価値になる。

～ 熱帯雨林から里山へ 課題解決につながる生物多様性のデジタル化 ～

京都大学大学院（農学博士）。衛星画像解析を用いた生物多
様性の可視化技術を研究。
ボルネオ島の熱帯雨林での経験をもとに株式会社バイオーム

を設立し、生物多様性情報を活用した事業を展開している。

【お申し込み・お問い合わせ先】
香川県森林センター 髙尾
E-mail：shinrincenter@pref.kagawa.lg.jp
TEL：0877-77-2515 FAX：0877-78-3945

【開催概要】
◆ 日時：令和8年6月13日（土）13:00～16:00
◆ 会場：ことなみ未来館（旧琴南中学校）だいせんルーム

（仲多度郡まんのう町中通838番地）
◆ 対象：一般の方、里山や地域づくりに関心のある方
◆ 参加料：無料
◆ 定員：30名（申込制・抽選）


